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社会に必要な
サービスを提供
するシステム 

18	



行政 
交通 
教育 
医療 19	

物流 
通信 
経済 
： 



現代の社会システムは 
情報通信技術 (ICT)  
なしでは成立しない! 
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実世界 実世界 サイバー空間 

社会 社会 処理 
入力 
↓ 
出力 

個人 個人 



都市OSに求められる要件 
•  常に進化し続ける人間および社会を対象に、個々人のニー
ズ（個別最適化）および社会全体のニーズ（全体最適化）
を同時に達成すること 

•  8つの特性 
1.  人、個人を系に含む 
2.  実世界の動きに対してオンラインである 
3.  実世界に対するフィードバックがリアルタイムである 
4.  フィードバックの効果が決定的である 
5.  フィードバックの目的がミッションクリティカルである 
6.  オープンシステムである 
7.  複数の最適化を同時に達成する 
8.  システム自身が自ら進化する 
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実世界 実世界 サイバー空間 

社会 社会 処理 
入力 
↓ 
出力 

個人 個人 

従来の社会システム vs. 都市OS 

共通の特性 
2.  実世界の動きに対してオンラインである 
3.  実世界に対するフィードバックがリアルタイムである 
4.  フィードバックの効果が決定的である 
5.  フィードバックの目的がミッションクリティカルである 

従来の社会システムに固有の特性 
1.  人、個人を系に含まない 
6.  クローズドシステムである 
7.  単一の最適化のみを行う 
8.  システム自身が自ら進化しない 

都市OSに固有の特性 
1.  人、個人を系に含む 
6.  オープンシステムである 
7.  複数の最適化を同時に達成する 
8.  システム自身が自ら進化する 
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従来の社会システム 
～人、個人を系に含まない～ 

35	

実世界 実世界 サイバー空間 

社会 社会 処理 
入力 
↓ 
出力 

個人 個人 



実世界 実世界 サイバー空間 

社会 社会 処理 
入力 
↓ 
出力 

個人 個人 

従来の社会システムに固有の特性 
1.  人、個人を系に含まない 
6.  クローズドシステムである 
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モデル駆動 
→予めモデルが存在し、かつ、

不変 
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従来の社会システム 
～動作原理=モデル駆動～ 



37	

実世界 実世界 サイバー空間 

社会 社会 処理 
入力 
↓ 
出力 

個人 個人 

都市OS 
～人、個人を系に含む～ 



社
会 

38	

人
間 × 



実世界 実世界 サイバー空間 
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都市OSに固有の特性 
1.  人、個人を系に含む 
6.  オープンシステムである 
7.  複数の最適化を同時に達成する 
8.  システム自身が自ら進化する 
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都市OS内データフロー 
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-課題- 
データからモデル
をどう創るか? 
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オープンデータ 
で社会を変える 

! 
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50	
“LOD Cloud Diagram as of September 2011” by Anja Jentzsch - 投稿者自身による作品. Licensed under CC 表示-継承 3.0 via ウィキメディア・コモンズ 
https://commons.wikimedia.org/wiki/File:LOD_Cloud_Diagram_as_of_September_2011.png#/media/File:LOD_Cloud_Diagram_as_of_September_2011.png 



誰もが任意の目的に、
自由に利用・修正・

再配布可能な 
データ 
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52	http://www.open-governmentdata.org 



53	http://ckan.open-governmentdata.org 
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時代は 
ビッグデータ 

から 
オープンデータに! 
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現在の 
ビッグデータ 
アプリは? 

63	



64	http://english-learninghelp.com/moneyball/ 



コスト/ 
パフォーマンス 

向上 
65	



OPEN CLOSED 
PRIVATE 

BIG (=Volume/Variety/Velocity) 

NOT SO BIG 

コスト/ 
パフォーマンス 

向上 

66	



データ活用策
に限界! 
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-課題- 
オープンデータを
どう活用するか？ 

72	



デ
ー
タ 

73	

ア
イ
デ
ア 

× 



74	http://www.amazon.co.jp/データ×アイデアで勝負する人々-東-富彦/dp/482227795X/ref=sr_1_1?ie=UTF8&qid=1451835593&sr=8-1&keywords=データ+アイデアで勝負する人々 
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価値創造 
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大きな 
課題解決 
価値創造 



ODの存在を前提に 
社会システムを 
再定義・再設計 

する! 
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Framework 
[枠組み] 

従来の 
行政サービス 

今後の 
行政サービス 

Target 
[顧客] 地域住民 ? 

Value 
[提供価値] コモディティ ? 

Profit 
[収益モデル] 税金 ? 

Capability 
[運用/資産] 

地方自治体職員 
公共施設 ? 
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オープンデータビジネス 
 

オープンガバメント 
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オープンデータ 
ビジネス 

5つ星モデル 
88�出典：東 富彦, データ×アイデアで勝負する人々, 日経BP社, 2014 



★★★★★	データとデータを混ぜ合わせる 

★★★★	 データとデータを重ね合わせる 

★★★	 データを可視化する 

★★	 複数のデータを集める 

★	 データそのもの 
89	出典：東 富彦, データ×アイデアで勝負する人々, 日経BP社, 2014 



たとえば、 
省エネ 

アドバイスで 
稼ぐ! 90	
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★★★★★	

https://opower.com 



Framework 
[枠組み] Opower 

Target 
[顧客] 電力会社顧客 電力会社 

Value 
[提供価値] 省エネアドバイス 省エネノルマクリア 

Profit 
[収益モデル] フリー 有償 

Capability 
[運用/資産] 

オープンデータ 
ゲーミフィケーション 
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あるいは、 
農作物の 

収穫量予測で 
稼ぐ! 93	
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Framework 
[枠組み] 

The Climate Corporation 
Climate Insurance 

Target 
[顧客] 

米国のトウモロコシ、大豆、ソルガム
栽培農家 

Value 
[提供価値] 

個別の農家向けに最適にカスタマイズ
された収入保障保険 

Profit 
[収益モデル] 顧客毎に個別に設定された保険料 

Capability 
[運用/資産] 

オープンデータ [NWSの気象データ、
USDAの収穫量データ、土壌データ]、 

収穫量予測ソフトウェア 95	
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Code for America 

99	https://www.ted.com/talks/jennifer_pahlka_coding_a_better_government?language=en 



Framework 
[枠組み] 

従来の 
行政サービス Code for X 

Target 
[顧客] 地域住民 地域住民 

Value 
[提供価値] コモディティ 地域の課題解決 

Profit 
[収益モデル] 税金 フリー 

Capability 
[運用/資産] 

地方自治体職員 
公共施設 

アプリ 
オープンデータ 
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-課題- 
どう持続 
させるか？ 101	
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© 2002 Brooks/Cole ‒ Thomson Learning 
http://www.desert-scape.com/pond-ecosystem.html 

オープンデータエコシステム 
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© 2002 Brooks/Cole ‒ Thomson Learning 
http://www.desert-scape.com/pond-ecosystem.html 

プラットフォーム 

オープンデータエコシステム 
ビジネスモデル 
Target [顧客] 

Value [提供価値] 
Profit [収益の仕組み] 

Capability [経営資源/運用] 



Framework 
[枠組み] 

従来の 
行政サービス 

今後の 
行政サービス 

Target 
[顧客] 地域住民 地域住民 

Value 
[提供価値] コモディティ コモディティ 

Profit 
[収益モデル] 税金 オープンデータビ

ジネス 
Capability 
[運用/資産] 

地方自治体職員 
公共施設 

オープンデータ 
都市OS 
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107�http://www.amazon.co.jp/ロングテール-「売れない商品」を宝の山に変える新戦略-ハヤカワ・ノンフィクション文庫-クリス・アンダーソン/dp/4150504083/ref=sr_1_1?ie=UTF8&qid=1451850905&sr=8-1&keywords=ロングテール 
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ICTで 
ロングテール 
が顕在化! 
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BEFORE ICT 



111�

AFTER ICT 



ヒット主義から 
ニッチ主義へ! 
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なぜ 
起きた? 
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ニッチにとって、 
1. 生産手段がない、または、生産コストが高い 
2. 流通手段がない、または、流通コストが高い 
3. 需要と供給をマッチングさせることができない 

BEFORE ICT 



ICTで 
1. 生産手段の民主化 
2. 流通手段の民主化 
3. 需要と供給のマッチング 

が可能に! 
115�
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成功要因 ビジネス 事例 

生産手段の民主化 
• ロングテールの
生産者 
• 生産手段の提供
者 

• デジタルビデオカメラ 
• 音楽・ビデオ編集ソフト 
• ブログ 

流通手段の民主化 • ロングテールの
集積者 

• Amazon.com 
• eBay 
•  iTunes Store 

需要と供給のマッ
チング 

• ロングテールの
フィルタ 

• Google 
• リコメンデーション 
• SNS 

クリス・アンダーソン, ロングテール, ハヤカワノンフィクション文庫, 2014年(2006年)　を元に加筆 
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地方創生 
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地方を 
ロングテールと見做し、 

オープンデータ 
エコシステムを 
全国規模で回す! 
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ロングテール=地方 
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ロングテール=地方 



ロングテール 
を地方創生 
で再現する!  
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ヒット主義から 
ニッチ主義へ! 
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東京一極主義から 
地方主義へ! 
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まとめ 



2029年 
首都・福岡 
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REALIZE 
を目指して 
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2016年 
福岡 

BODECO 
実証実験開始! 127	
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© 2002 Brooks/Cole ‒ Thomson Learning 
http://www.desert-scape.com/pond-ecosystem.html 

BODECO 
(BigData&OpenData Ecosystem) 
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Join us! 
kjm@kazujmurakami.jp 


